
Title E・ステーレー著 平時並に戦時における原料問題 : E. Staley; Raw Materials in Peace and War,
1937. （邦訳名：山田文雄訳『国際原料資源論』）

Sub Title
Author 山本, 登

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.5 (1940. 5) ,p.739(133)- 746(140) 
JaLC DOI 10.14991/001.19400501-0114
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19400501-

0114

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

E

•，
ス

テ

丨

レ

ー

著

「

卒

時

並

に

戰

時

に

お

け

る

原

料

問

題

レ

.
-

-
M
. Staley ; 

R
a
w

 

materials 

in 

pfl
j
.
a
s 

s
d 

w
a
r
)

 

1
9
3
7
.

 

.

(

邦
譯
名

.…

山
田
文
雄
驛「

國
際
原
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.山

本
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登

,

i

九
三一

T
三
平
以
降
の
ブ
ロ
ッ
キ
ズ
ム
の
世
界
的
葰
延
、
さ
ら
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
經
濟
的
國
家
主
義
の
傅
播
は
、經
濟
的 

自
給
性
確
保
の
立
前
ょ
り
し
て
、原
料
資
源
問
題
を
し
て
最
も
11
要
な
國
際
的
論
題
に
ま
で
狎
し
上
げ
た
。
一
九
三
五
•
六
年
を
境
と
し
、 

各
_
の
原
料
資
源
保
有
高
の
比
較
を
极
據
と
し
て
其
の
稗
分
吧
、
乃
茧
は
そ
れ
と
の
關
聯
に
お
い
て
帔
民
地
W
分
割
の
問
題
が
喧
し
く 

論
ぜ
ら
れ
る
に
至
つ
た
蕻
ば
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
所
謂「

持
て
る
國」

と
"
持
た
ざ
る
國」

の
.對
立
が
、
佌
林
的
な
流
行
語
と
な
つ
た
の 

も
此
の
顷
か
ら
で
あ
つ
た
。
し
か
も「

持
た
ざ
る
國」

側
の
植
極
的
な
攻
勢
が
屢
々
戰
郇
の
危
機
を
石
へ
酸
成
す
る
事
情
に
鑑
み
、
何
^
、
 

か
の
解
決
策
が
要
望
せ
ら
れ
た
。
か
、
る
狀
勢
の
下
に
あ
つ
て
、
原
料
資i

の
國
際
的
分
布
狀
態
に
關
し
、
或
は
植
J-
v
i.地
の
領
有
狀
態 

に
就
い
て
多
く
の
著
作
が
發
表
せ
ら
れ
、
前
述
の
要
求
に
對
し
て
、
夫
々
の
立
場
か
ら
.解
答
を
與
へ
ん
と
の
試
み
が
行
は
れ
た
。
詳
言 

す
れ
ば「

持
た
ざ
る
國」

側
は
、
'原
料
資
源
の
貧
弱
*
植
民
地
領
域
の
狹
少
或
は
皆
無
支
理
由
と
し
て
、
そ
れ
等
の
補
强
擴
大
を
熱
心
に 

キ
；張
す
る
に
對
し
、「

持
て
る
國」

側
は
可
及
的
に
戰
爭
の
危
機
乃
至
は
領
土
の
改
訂
.を
避
け
て
、
問
題
の
平
和
的
解
決
を
望
む
が
如
く 

で
あ
つ
%

。
し
か
し
國
家
主
義
的
傾
向
..の
益
々
强
化
し
つ
、
あ
つ
た
國
際
情
勢
ょ
o
し
て
、
滿
足
な
る
平
机
的
變
更
は
望
み
得
べ
く
も 

ス
テ
.

—

レ
ー
著「

平
.時
並
び
に
戰
時
に
お
け
る
原
料
即
題」 

一
三
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ス
テ
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.レ
ー
.著
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平
時
並
び
に
戰
時
'に
お
け
る
原
料
間
題
し 

ニ) i

四

c

七
四
0〕

な
か
つ
た
。
幾
度
如
の
紛
爭
、
；就
礫
の
後
、
世
界
は
W
び
戰
爭
の
渦
冲
に
投
込
ま
れ
^
。
；極
取
に
お
け
る
日
.支
事
變
の
進
展
と
併
行
し 

て
、
第
二
次
歐
洲
大
戰
は
.漸
次
規
模
を
擴
大
し
つ
、
あ
る
。
か
>
る
際
..に
■あ
つ
て
"
こ
の
.國
際
的
摩
擦
の
：根
底
に
横
た
は
‘る
も
の
と
し 

て
.の
.鼠
際
原
料
資
源
問
題
を
振
り
返
つ
.て
..見
る
事
は
益
な
し
と
し
な
い
で
あ
ら
.ぅ
？

玆
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
ス
テ
ー
レ
ー
の
.著
書
は
.
1九
三
七
年
の
刊
行
に
係
る
も
の
で
.あ

る

が

、

戰

前

に

唱

，
へ

ら

れ

た

本

間

題

が

、

，現 

實
の
戰
郇
の
經
過
.と
共
に
如
何
な
る
程
度
に
論
證
せ
.ら
れ
る
か
、
又
特
に
ア
メ
リ
ヵ
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た
其
.の
分
析
が
*
瑰
在
你 

中
立
國
と
し
，て
止
ま
る
同
國
の
動
向
に
關
し
-
如
何
な
る
指
針
を
與
へ
る
か
、
頗
る
興
味
深
い
.も
の
が
存
.す
る
と
貢
へ
ょ
ぅ
。

旣
に
多
く
の
論
作
に
引
用
せ
ら
れ
て
原
料
資
源
問
題
.に
つ
い
て
の
代
表
的
文
献
の
一
と
見
做
さ
れ
る
ブ
ル
ク
.ス
へ
。
_
エ
メ
一
一
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の
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f
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民
需
丧
源
%

)

と
同
じ
く
、
本
霄
も
亦
、
本
題
0
.示
す
如
く
、
平
時
並
に
戰
時
に
お
け
る
原
料
問
題
0
考
察
で
あ
る
。
ブ
ル
ク
ス
の
著
は
主
要
食
糧
及 

び
主
要
工
業
原
料
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
1
般
的
池
位
を
生
產
*
輸
出
入
の
關
係
ょ
り
明
か
に
し
た
後
、
ー
一
十
六
種
の
重
要
軍
需
資
源
を 

採
り
上
げ
て
、
そ
れ
等
に
就
い
て
の
ア
メ
リ
ヵ
の
戰
略
的
地
位
を
他
の
諸
列
强
と
の
比
較
に
お
い
.て
檢
討
し
た
も
の
で
あ
る
o
結
論
と 

す
る
所
は
平
時
並
に
戰
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
絕
對
的
優
位
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
說
は
飽
く
迄
實
證
的
，銃
許
的
分 

析
を
跋
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
ス
テ
ー
レ
ー
の
箸
は
理
論
的
說
明
に
重
點
を
置
い
て
ゐ
る
點
で
著
し
い
特
色
を
有
す
る
。 

そ
れ
が
又
類
書
中
に
あ
.つ
て
本
書
の
秀
れ
た
點
で
も
あ
る
。
蓋
し
现
論
的
考
察
を
缺
い
て
は
往
々
に
し
て
問
題
の
本
質
を
誤
り
傅
へ
る 

危
險
を
含
む
が
故
で
あ
る
。 

‘

恶
盏
に
從
へ
ば
、
原
料
資
源
問
題
は
經
.濟
的
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
國
際
的
で
あ
る
事
に
ょ
つ
て
一
層
複
雜
な 

も
の
と
な
る
。
藎
し
近
代
的
T
;業
の
進
步
は
益
々
多
種
多
様
の
原
料
資
源
を
必
要
と
す
る
0.
し
か
も
そ
れ
等
ば
地
理
的
に
散
在
し
、
a

っ
そ
0
.地
理
的
分
布
放
8|
侦
の
政
治
的
境
#
內
に
屬
す
る
事
實
に
ょ
っ
て
、
各
國
の
保
有
狀
態
は
不
平
等
た
ら
ざ
る
を
h
ザ
な
いo

こ
、 

に
原
^
资
源
の
國
際
的
關
■
性

が

必

然

化

さ

、
れ

て

來

る

.0

.
し

か

名

に

其

の

滿

足

な

る

國

際

的

相

互

依

存

關

係

の

實

現
は
、
地
理
的
分
布 

を
變
吏
す
る
か
、
或
は
政
治
的
國
境
線
を
改
訂
せ
ざ
る
限
り
望
み
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
所
謂
國
際
原
料
資
魬
問
題
の
根
底
は
原
呌 

資
源
に
謝
ず
る
必
要
が
國
際
的
I

.
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
對
す
洛
支
配
が
國
家
的
た
石
所
に
檄
た
は
る
と
解
せ
ら
れ
る
o(
第
一
章)

。 

こ

、

に

原

料

資

.源
^
保
を
め
ぐ
0
て
のM

際
間
の
利
雾
立
が
表
面
化
さ
れ
る
o
.し
か
も
現
時
の
國
際
間
に
お
け
る
此
の
問
題
の
提
起 

は
、
‘必
ず
じ
も
本
問
題
の
み
の
解
決
を
目
指
す
も
の
で
な
い
事
は
注
目
に
憤
す
る

。

原
料
資
源
W
分
配
の
問
題
は
往
々
に
し
て
、
領
土 

的
要
求
の
.n實
た
る
事
が
あ
り
、
乃
至
は
ょ
り
恶
本
的
に
は
戰
時
を
豫
想
七
て
の
經
濟
的
社
會
的
不
安
の
一
の
具
體
的
表
現
で
あ
る
と 

#
せ
ら
れ
る
が
故
で
あ
.る
。
此
の
劁
を
指
摘
し
た
著
者
の
所
論
は
正
に
安
當
な
る
も
の
と
貧
へ
ょ
ぅ
。

か
ゝ
る
事
情
ょ
り
し
て
問
題
は
如
何
に
展
開
さ
れ
る
か
。
著
者
は
考
察
を
戰
時
と
平
時
に
分
ち
、
先
づ
工
業
原
料
の
戰
時
に
お
け
る 

意
義
に
就
い
て
の
檢
討
に
移
る(

第
三
章)

。
そ
こ
で
は
先
づ
戰
時
經
濟
と
平
.時
經
濟
を
對
靡
に
見
て
各
々
の
目
的
-
方
法
、
必
要
の 

T

1
致
が
!;
/
[調
せ
ら
れ
る
。
原
料
乃
至
は
食
糧
に
關
し
て
■
時
經
濟
或
は
國
カ
經
濟(powei: 

E
c
o
n
o
m
y

以
下
_
語
は
譯
書
に
^
ふ) 

の
求
め
る
所
は
ノ
最
高
程
度
の
套
性
で
あ
り
、
こ
れ
に
對
し
て
平
時
經
濟
或
は
福
利
經
濟(

s
t
a
n
d
a
r
d

 

of 

L
i
v
i
n
g

 

e
c
o
n
o
m
y
)

は
國 

段
O'
福
利
虫
活
向
上Q.

觀
點
ょ
り
、
原
料
食
糧Q

S
T
-
S

な
交
換
を
希
求
す
る
。
し
が
し
て
平
時
の
事
情
を
以
て
戰
時
を
推
す
事
は
金
く 

不
可
能
で
あ
り
、

一
J 1

緩
急
の
場
合
に
は
、
自
國
領
域
內
に
お
け
る
軍
需
原
料
の
確
保
こ
そ
第
一
次
的
目
標
で
あ
り
又
同
時
に
最
大
の 

强
味
で
も
あ
る
。
此Q

點
に
..っ
い
て
世
#
諸
列
强
中
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
‘が
如
何
に
優
れ
た
地
位
に
立
っ
か
、
敢
へ
てk

テ
-
レ
丨 

.の
解
說
を
俟
っ
ま
で
も
な
く
、
現
在
衆n

E
Q

等
し
く
認
め
る
所
で
あ
る
。
本
書Q

第
i

は
消
費
墓
に
生
響
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ 

の
一
般
的
地
位
に
關
す
る
實
證
的
分
析
に
，當
て
ら
れ
、
第
四
寧
は
戰
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
取
扱
ふ〕

所
謂
軍
需
資
源
に
っ
.

ス
テ
ー
レ
ー
获r

平
時
並
び
に
戰
時
に
お
け
る
原
料
問
題』

r

£
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七
四
一
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原
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1

= J
1

六

(

七
3

1

)

い
て
は
ノ
著
容
も
亦
：ブ
ル
タ
ス
氏
の
所
論
を
採
用
し
て
、
二
十
六
種
目
を
擧
げ
、
且
つ
戰
爭
勃
發
：の
際
に
私
け
る
ア
メ
リ
力
の
_
吣
狀 

態
に
黎
し
>極
め
て
樂
觀
的
見
倾
を
採
っ
て
ゐ
るo

し
か
し
本
章
の
服
自
は
ア
メ
リ
カ
の
傳
統
的
政
策
た
る
中
立
政
策
の
檢
討
に
あ
る
。 

%
#
に
從
へ
ば
中
立
政
策
の
嬰
素
け
^Q

三
者
の
合
成
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
第
一
は
ア
メ
リ
カ
の「

利
^

一
特
に
生
產
^

、
ŵ/
業
者
、 

海
運
業
者
の
利
益
並
に
公
海
に
お
け
る
ア
メ
リ
力
.國
民
の
坐
命
を
保
_

ん
と
す
る
欲
求
、
第
一I

は
戰
爭
に
棬
込
ま
れ
る
事
を
避
け
ん 

と
す
る
欲
求
、
第
三
は
侵
略
に
對
す
る
集
團
保
證
の
効
果
あ
る
體
制
を
盤
へ
る
た
め
に
、
平
和
國
段
^
努
カ
ン
助
長
せ
ん
と
の
欲
求
、
 

等
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
中
立
問
題
に
對
し
て
三
ク
の
態
度
が
規
定
せ
ら
れ
る
。
第
一
は「

中
立
國
の
權
利」

の
屯
張
で
あ
り
、
第
二
は 

孤
立
と
撤
收
と
の
中
立—

「
暴
風
避
難
的
中
立
^

s
t
l
l
a
r

 

l

l

y

jで

あ

り

、

第
一
一
一
は

「

法

と

秩

序

を

半

張

す

る

」

中

立 

で
あ
る
。
し
か
し
て
狀
況
如
何
に
ょ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
是
れ
等
三
、っ
の
態
度
の
一
を
選
擇

し
、
原
.料
供
給
著
わ
し
て
、
そ
の
政
策
を 

籠
す
べ
き
で
我
る
。(

原
著
三
九
-

g
〇
頁
、
.譯
書
三
十
五
頁
參
照)

#
來
ア
メ
リ
カ
は
傅
統
一
的
に
上
述
の
第
|
の
も
の
即
ち「

中
立
國
の
權
利
1
と「

海
上
の
自
由
し
と
を
主
張
す
る
立
場
を
採
っ
て
來
た
。 

し
か
し
か
、
る
麗
は
纏
て
交
I

双
方
とQ

雪
を
惹
起
し
勝
ち
で
l

、
.

iに
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
自
身
攀
に
引
込

ま

れ

る
 

危
險
を
含
む
も
の
で
あ
る
.0
し
た
が
っ
て
最
近
は
其
の
第
二
の
方
法
、
即
ち
孤
立
的
中
立
の
態
度
へ
と
轉
換
を
示
し
た
。
し
か
し
此
の 

屯
張
に
ま
い
てQ

交
戰
國
へQ

一
 

般
的
な
轍
出
禁
-̂は
對
內
的
對
外
的
に
容
易
に
遂
行
し
得
べ
き
も

Q.

と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。 

第
三
の
方
法
に
至
つ
て
は
、
餘
り
に
理
想
的
推
論
に
北
っ
て
、
そ
の
實
際
的
効
果
は
疑
問
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
要
は
ア
メ
リ
カ
の
眞 

意

は

自

分

©
身
戰
維Q

渦
中
ょ
り
遠
ざ
か
ら
ん
i
.

Q

利
己
的
な
考
へ
に
外
な
ら
ず
、
蒙

得

る

唯

一Q

方
法
は
、
他
國
とQ

協
力
の 

丁
に
偉
略
實
對
す
る
原
^
,制
裁Q

適
用
で
あ
ら
ぅ
。
現
下Q

 

H

 

©
.
對
外
政
策Q

動
向
に
關
し
.、
こ
の
邊
の
事
情
を
考
慮
す
る 

事
は
我
々
に
と
つ
て
何
等
か
の
暗
示
を
與
ふ
る
も
の
、
如
く
で
あ
るo 

,
、

.
第
五
章
以
下
は
第
三
編
と
し
て
、
平
時
に
お
け
る
原
料
資
源
問
題
.の
考
察
に
向
け
ら
れ
る
o
著
者
の
理
論
的
解
明
が
活
潑
に
展
開
さ 

れ
る
の
は
、
主
と
し
て
此
の
部
門
で
あ
る
。
し
か
も
ァ
メ
リ
ヵ
の
經
濟
學
者
と
し
て
、
實
際
的
な
政
策
の
部
面
に
對
ず
る
精
密
な
觀
察 

を
援
用
し
、
.そ
の
叙
述
は
願
る
現
實
的
な
線
に
ま
で
引
直
さ
れ
る
。 

- 

近
代
的
諸
列
强
に
ょ
る
原
料
資
源
獲
得
の
問
題
は
常
に
貿
易
或
は
投
資
の
問
題
と
相
關
聯
し
て
扱
は
る
べ
き
性
質
の
も
の
.た
る
事
は
、 

今
日
旣
に
一
般
.に
認
め
ら
れ
た
通
則
的
見
解
に
外
な
ら
な
い
。
著
者
も
又
平
時
.に
つ
い
て
の
考
察
に
際
し
、
こ
の
兩
角
.度
か
ら
檢
討
を 

行
は
ん
と
す
る
。
第
五
萆
以
下
第
八
.章
ま
で
は
通
商
問
題
-
第
九
章
ょ
り
第
十
章
ま
で
は
投
資
問
題
を
取
上
げ
、
さ
ら
に
第
十
一
章
及 

び
第
十
二
章
に
お
い
て
、
夫
々G.

場
合
の
平
和
的
變
更
方
法
を
提
唱
す
る
0

:

平
時
に
お
け
る
原
料
資
源
問
題
は
、
無
論
戰
時
.に
お
け
る
程
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
又
平
和
的
解
決
も
可
能
な
る 

事
を
著
者
は
强
調
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
實
の
狀
勢
は
こ
れ
に
副
ふ
か
否
か
ノ
大
な
る
疑
念
な
き
を

得
な
い
。

先
づ
原
料
に
關
す
る
國
際
通
商
間
題
に
つ
.
い

て

は

、

近
時
の
經
濟
的
國
家
.、王
義
の
侵
透
が
、
自
曲
交
易
に
對
す
る
有
力
な
障
碍
と
し 

て
擧
げ
ら
れ
る
。
世
界
恐
慌
ょ
り
脫
出
せ
ん
と
の
足
搔
き
、
そ
の
對
策
と
し
て
の
經
濟
的
協
調
手
段
の
失
敗
は
、
必
然
的
に
經
濟
ブ
口 

ッ
ク
形
成
の
運
動
を
押
し
.進
め
、
經
濟
的
國
家
主
義
の
傾
向
^
否
應
な
し
に
强
化
す
る
に
至
つ
た
。
そ
の
結
果
は
消
費
國
に
と
つ
て
は 

原
料
供
給
市
場Q

確

保

を

困

難

.な

ら

し

め

る
と
典
に
、
纸
產
國
に
對
し
て
は
原
料
販
寶
市
場
の
確
保
を
困
難
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
、
矛 

盾
多
き
狀
態
を
齎
ら
す
に
至
つ
た
。
す
べ
て
の
惡
の
原
因
は
こ
の
.經
濟
的
國
家
主
|義
(0
進
展
に
求
め
ら
れ
る
0「

持
て
る
國」

と「

持
た 

ざ
る
國
の
對
立
も
、
結
局
は
か
X
石
事
情
の
產
物
に
外
な
ら
な
い
。
國
家
主
義
的
な
通
商
の
拘
束
が
除
か
れ
て
、
國
際
間
.の
經
濟
關
係 

が
適
度
，に
自
由
化
す
.れ
ば
-
著
衮
の
期
待
す
る
如
く
原
料
資
源
の
確
保
に
關
す
る
國
際
間
の
紛
爭
が
避
け
ら
れ
得
る
か
%•
知
れ
な
い
。 

し
か
し
兹
數
年
來
の
國
際
政
治
•經
濟
狀
勢
は
か
、
る
成
行
き
を
許
す
も
の
で
は
な
か
つ
だ
。
現
實
に
諸
工
業
國
は
、
そ
の
必
要
原
料
資

ス
テ
*

レー

聚「

.

平
.

時
並
び
に
戰
時
に
お

^ -

る
原
料
_

'

題」
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ス
デ
ー
.レ
一
著「

平
時
並
び
に
戰
時
に
お
け
岑
原
料
間
題
し
. 

一

三

八

r
b西
四)

源
の
獲
得
に
苦
し
む
に
至
り
、
遂
に
戰
爭
へ
と
_
い
た
の
で
あ
る
。 

.

そ
れ
.は
兎
も
角
と
し
て
-
と
述
の
如
き
經
濟
的
讓
主
義
が
傅
播
す
る
狀
勢
の
下
に
必
つ
て
は
、
消
费
國
に
お

い

て

も

坐
產

國

に

お
 

い
て
も
、
，原
料
资
源
確
保
の
た

め

に

高
度
の
保
謹
政
策
が
採
用
せ
ら
れ
る

.。

こ

と

に
そ
れ
が
或
種
原
料
資
源
の
獨
占
的
生

產

國

に

よ

つ
 

V

試
み
ら
れ
V

場

合

に

は

.國
際
通
商
.の
®
滑
な
進
行
の
上
に
大
な
る
妨
蜜
を
及
ぼ
す
も

の

で

あ

る

。

か
、
る
事
態
は
、
屢
々
蜀
占
カ 

の
羽
用
に
ル
..ら

ず

そ

，の

濫

用

で

あ

：

.る
と
.し
て
、
第f

ハ
章
は
輸
出
税
と
輸
出
禁
止
の
効
果
に
就
き
*
第
七
章
は
原
料
銃
制
許
畫
の
是
非 

に
恶
し
て
取
印
. ^

カ
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
^
て
が
往
々
.に
し
て
國
際
的
紛
雜
を
助
.減
し
勝
ち
な
事
は
言
ふ
ま
で
も

な

い

，
o

し
か
る
に 

ア
メ
サ

カ

.

は
.少
數
の
•例
外
を
.除
い
て
は
、
近
時
.•
.

經
濟
的
國
家
主
義
を
排
擊
し
て
互
逋
通
商
協
定
の
締
結
に
努
力
し
來
つ
た

と

述
べ
ら 

れ
る〕

第
八
5

5
:°
こ
れ
と
で
も
自
國
の
利
益
と
な
る
醫
內
に
お
い
て
の
事
で
あ
り
、
.其
後
の
成
り
行
き
は
寺
と
し
て
は
王
に
逆
の
卞 

向
に
，さ
へ
.迆
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。
咋
年
七
片
末
のEE

米
通
商
協
定
の
一
方
的
廢
棄
通
货
の

如
き
は
そ
の
適

例

で

あ

ら

ぅ

。

原
料
资
源
醫
の
目
的
よ
り
見
て
、
投
1

動
紙
よ
り
强
カ
的
な
內
容
を
有
す
る
事
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
對
外
投
資 

勢
力
の
仍
逐
蓮
々
國
際
m

大
な
る
政
治
簾
擦
基
く
事
は
容
易
に
濯
し
§

所
で
あ
る
。
第
九
.章
鋳
外
投
蒙
め

ぐ
つ

て 

起
り
®
べ
き
黎
に
關
し
て
概
觀
を
與
へ
、
第
十
章
に
お
い
て
H

Q

投
資
政
策
を
叙
述
す
る
。
著
者
に
從
へ
ば
、
テ
メ
リ
力 

は
自I.

領
土
內
に
お
い
て
の
外
國
に
よ
る
天
然
资
源
の
開
發
に
對
し
て
、
大
い
に
自
F1
1
主
義
的
政
策
を
と
り
、
そ
の
反
面
自
國
民
の
海 

外
投
資
を
-#
|
.極
的
に
援
助
し
た
と
見
る
。
而
し
て
■

は
隣
接Q
ラ
テX

•
ア
メ
リ
カ
諸
小
國
に
對
し
て
、
馨

的

な

保

擊

段

を

粟

て 

へ
平
禾
白
祖
及
び

l
i
.隣j

政
策
の
採
用
に
向
ひ
つ
ハ
あ
る
と
論
ず
る
。
こ
の
主
張
は
全
く
ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
辯
護
す
る
も
の
と 

見
る
の
.外
は
な
い
。
現
下Q

國
際
政
治
•經
濟
狀
勢
F
に
お
い
て
、
投
資
活
動Q
積
極
的
遂
行
が
、資
本
受
容
國
に
對
し
て
如
何
に
强
大 

な
勢
力
を
扶
殖
し
得
.
f

.

Qで

管

、
時
に
は
そQ

政

治

的

產Q

獲

言

更

至

f

Q

I
る
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
少
i

.

も
ア
メ
.リ
カ
は
此
の
手
段
を
通
じ
て
、
ラ
テ
ン
•
ア
メ
リ
カ
諸
國
の
多
く
を
机
米
ブ
口
ッ
ク
經
濟
の
枠
內
に
抱
き
込
み
得
た
も
の
と
評
價 

し
て
差
支
へ
な
か
ら
う
.0
：
!

上
述
の
如
き
平
時
に
お
い
て
の
原
料
資
源
の
國
際
的
相
互
.依
#
關
係
の
硬
塞
化
を
打
破
し
、
圓
滿
な
>
國
際
經
濟
の
進
行
は
計
る
に 

は
如
何
に
す
べ
き
か
。
そ
の
平
和
的
解
決
の
方
策
と
し
て
、
箸
者
は
原
料
貿
易
問
題
に
對
し
て
は
各
種
办
障
壁
と
差
別
待
遇
の
除
去
、
 

さ
ら
に
公
平
な
る
國
際
的
協
定
の
締
結
を
要
請
す
る(

第
十
一
章
、

し
か
し
て
投
資
問
題
に
つ
い
で
は
各
國
家
に
よ
る
外
交
的
保
譴
に 

代
へ
て
恒
久
的
國
際
機
關
に
よ
る
監
督
を
提
唱
す
る
。(

第
十
二
章〕

o
國
際
的
協
定
と
い
ひ
、
國
際
'的
機
關
と
い
ひ
、
か
\
る
平
和
的 

手
段
の
採
用
が
近
時
の
國
際
狀
勢
'下
に
お
い
て
認
容
せ
ら
れ
る
事
は
、
果
し
て
期
待
し
得
べ
き
事
で
あ
り
得
た
ら
う
か
。
器
者
が
眞
面 

目
に
か
上
る
方
策
の
遂
行
をE

論
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
餘
り
に
も
空
想
的
た
る
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
單
な
る
理
想 

で
あ
り
希
望
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
も
亦
こ
れ
を
是
認
す
る
の
に
吝
か
で
な
い
。
し
か
も
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
い
樂
觀
的
な
見
解 

と
し
で
指
摘
す
ん
事
を
忘
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
事
實
、
.世
，界
の
動
き
は
著
者
の
理
想
と
正
に
逆
の
方
向
へ
と
進
展
し
、
第一

一
次
歐
洲 

戰
维
の
勃
發
と
な
つ
た
。
原
料
國
と
し
て
世
#
第

I

位
の
優
位
を
占
む
る
ア
メ
リ
カ
は
、
今
後
如
何
な
る
態
度
に
出
る
で
あ
ら
う
か
。 

そ
の
中
立
政
策
の
趨
向
は
如
何
、
ア
メ
リ
カ
ん
自
身
に
よ
る
問
題
の
解
釋
を
知
る
上
に
、
本
書
も
亦
興
味
あ
る
參
考
文
献
と
し
て
の
役 

割
を
演
ず
る
も
の
と
言
へ
よ
う
。

尚
附
録
と
し
て
、(

A〕

主
要
：上
業
原
料
と
そ
，の
用
途
、(

B
W獨
占
力
の
程
度
の
測
定(

各
種
原
料
資
源
に
對
す
る
需
要
供
給
の
彈
カ 

性
を
茈
準
と
す
る
：；0(

C)

商
品
別
原
料
銃
制
計
晝
の
概
要
、
等
が
揭
げ
ら
れ
て
あ
る
テ 

.

'本
書
の
叙
述
は
®
論
的
解
明U

力
を
；

&
S

尤
とS

ふ
もQ

、
、
無
論
不
充
分Q

感
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
類
書
に
比
し
て
大
い
に
系 

統
的
で
あ
る
貺
は
、
こ
れ
を
高
く
評
潰
し
得
る
と
思
ふ
。
徹
底
的
な
實
證
的
分
祈
を
迤
礎
と
し
た
前
揭
の
ブ
ル
‘ク
ス
の
著
作
と
併
讀
す 

ス
テ
ー

レ

ー

菸

「

平
.時

並

び

に

戰

時

に

お

け

る

原

料問
題

L 

ニ
ー
一
九
、ヒ

/-
4

五)
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ス
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レ.
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著r

苹
時
並
び
に
職
時
に
お
け
る
原
料
問
題」

.

、

.

.

.

丨
.

：.
1

四
〇

I 

(

七
四
六)

，

.る
事
に
ょ
つ
て
、
我
々
は
.現
下
の
國
際
原
料
赘
源
問
題
に
關
,L
>
特
に
ア
メ
リ
カ
.の
事
情
に
つ
い
て
-
正
確
な
る
智
識
を
持
つ
事
が
出 

來
る
の
で
ぁ
る
o (

丸
善
.賣
價
：
拾
參
圆
五
拾
錢)

. 

•

〔

附
記〕
：
.譯
i
ril
際
原
料
資
源
論」

は
.、
JH
砲
に
は
太
平
洋
協
會
調
査
部
の
刊
行
に
成
り
、
飜
譯
は
山
田
文
雄
、
關
嘉
彥
、
土
屋
淸
の
三
氏
分
擔 

.

で
ぁ
る
o (

中
央
公
論
社
發
行 

>萣
價
兪
贰
IM
I
五
拾
錢)

錢 金
五贰五

圓圆

四九拾

拾拾

錢錢錢

誌雜會學田三

載 轉 禁
號五第卷西十三第

⑩ー册定價
 

教半ヶ年分 
鬱ーケ年分

奪
税
金
壹
錢
五
厘 

輝

我

共

㈣

；
|

策
||
1

这
區
三

r a

ニ 
丁
目

U

潘
地
慶
應
義
塾
內
. 

來
京
市
流
坂
區
.新
町
五
丁
目
四
十
ニ
番
地

印

E
g

者

金

子

鐵

五

郞

衆
京
市
赤
坂
區
新
町
芄
丁
目
四
十
ニ
赉
地

.

印

刷

所

'

金

子

.
活

版

所

'癱
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る
一
.切
の
用
件
は
發
行
所
宛 

•
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
賣
元
宛 

⑩
原
稿
締
切
期
H
は
發
行
の
前
月
十
日
限

i
s
l
l
s
J
_
l
l

毎
月
一
囘I

日
發
行

東
京
市
芝
區
三
田
.ニ 
丁
目一

番
地

發
賣
元
丸
善
株
式
會
社
三
田
出
張
所

.

| 1

_

_

#
尙
ほ
本
誌
は
全
國
各
市
雜
誌
店
に
て
販
資
す 

^
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W
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.塾

ll
s

o-
ii

前號

(

3

目次

#
人

a性
比
の
三
形
態

寺
尾

琢
磨

®
海
保
靑
陵
の
經
濟
論

野
村
兼
太
郞

#

過
大
都
市
論
の
檢
討

奧
井
復
木
郞

.

邊

境

政

策

と

國

族

理

論

國

民
黨
の

邊
境
理
論
と

5
主
義

I

力
.田

哲

ニ
 

小
林
宗
三
郞

®
古
版
經
濟
書
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